
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年８月９日 №160 

日本共産党 前杉並区議会議員 

区
は
、
昨
年
１
２
月
か
ら
「
下
井
草

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
４
回
開
催
。
駅
周
辺
の
将
来
イ

メ
ー
ジ
案
（
左
）
を
提
示
し
ま
し
た
。 

こ
の
案
に
対
し
て
の
住
民
意
見
を

聴
取
し
、
今
年
度
末
に
「
下
井
草
駅
周

辺
の
道
路
・
交
通
施
設
の
整
備
に
関

す
る
計
画
」
を
策
定
す
る
と
し
て
い

ま
す
が
、
ど
れ
も
不
十
分
だ
と
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
将
来
の
交
通
の
あ
り
方
案
」
に

鉄
道
連
立
は
関
係
な
い
の
か
？ 

 

展
示
に
は
、
西
武
線
と
道
路
の
連

続
立
体
化
に
つ
い
て
「
構
造
形
式
（
高

架 

架
ま
た
は
地
下
）
に
つ
い
て
は
考
慮

し
ま
せ
ん
。
選
定
は
都
が
行
い
ま

す
。」
と
あ
り
ま
す
。
野
方
～
井
荻
間

の
連
続
立
体
交
差
化
の
構
造
形
式
は

未
定
で
す
が
、
私
は
何
年
も
前
か
ら

住
民
の
地
下
化
を
求
め
る
要
望
を
区

に
届
け
て
い
ま
す
し
、
考
慮
し
な
い

で
計
画
は
作
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、「
鉄
道
敷
地
部
分
は
原
則
鉄

道
事
業
者
が
使
用
す
る
た
め
自
由
に

利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。」
と

も
書
い
て
い
ま
す
が
、
鉄
道
連
続
立

体
交
差
化
が
済
ん
だ
他
の
路
線
で

は
、
鉄
道
跡
地
を
公
園
や
商
業
施
設
、 

杉並区民新聞 2023 年 8 月号外 杉並区民新聞社 本天沼 2-15-12 日本共産党杉並地区委員会は以上の見解を発表しました。 

杉
並
区
は
８
月
４
～
５
日
、
八
成
区
民
集
会
所
で
「
第
４
回
下
井
草
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

区
が
将
来
交
通
の
イ
メ
ー
ジ
案
を
提
示 

性
急
な
計
画
策
定
に
疑
問 

まちづくりに住民意見を！ 

将来交通のありかた(案) 

 
オープンハウス展示パネルより 

 

駐
輪
場
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。 

下
井
草
駅
周
辺
で
も
広
場
や
ロ
ー

タ
リ
ー
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
、
線
路
の
跡
地
活
用
を
考

え
る
こ
と
は
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な

課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

▲なんのためのまちづくり？ 

夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を 

住
民
か
ら
は
、
道
路
や
鉄
道

は
都
と
の
調
整
が
必
要
だ
か
ら

何
年
も
前
か
ら
地
下
化
な
ど
を

要
望
し
て
き
た
の
に
、
で
き
な

い
と
い
う
説
明
だ
、
３
案
の
中

か
ら
区
の
最
終
案
が
決
ま
る
の

か
、
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。 

計
画
を
急
が
せ
る
た
め
に
制

約
を
展
示
す
る
の
で
は
な
く
、

区
民
意
見
を
反
映
し
利
便
性
を

高
め
る
努
力
を
す
べ
き
で
す
。 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中
央
図
書
館
で
は
平
和
展
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
被
爆
者
は
年
々
高

齢
化
し
て
お
り
、
被
爆
の
実
相
を
子

ど
も
や
若
者
に
ど
う
伝
え
て
い
く
か

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
、
杉
並
区
が
「
あ
の
日
、
ヒ
ロ

シ
マ
で
」
と
い
う
漫
画
を
通
し
て
被

爆
体
験
を
伝
え
る
こ
と
に
、
私
は
大

き
な
意
義
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
作
者
の
「
さ
す
ら
い
の
カ
ナ
ブ

ン
」
と
い
う
方
は
、
広
島
県
出
身
・
在

住
の
被
爆
３
世
だ
そ
う
で
す
。 

核兵器のない世界を！ 
 

ジ
ブ
リ
の
最
新
作
「
君
た
ち
は
ど

う
生
き
る
か
」
を
観
ま
し
た
。
タ
イ
ト

ル
は
吉
野
源
三
郎
の
小
説
と
同
じ
で

す
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
し
た
。 

 

久
し
ぶ
り
に
少
年
が
主
人
公
で

す
。
戦
争
の
時
代
で
「
階
級
」
を
感
じ

さ
せ
た
り
、
若
者
が
生
き
方
を
考
え

る
よ
う
な
内
容
で
す
が
、
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
な
場
面
も
あ
り
、
世
界
観
に
ぐ

ん
ぐ
ん
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。 

 

タ
モ
リ
が
「
新
し
い
戦
前
」
と
言
っ

た
よ
う
に
、
岸
田
政
権
の
進
め
る
戦 

   

争
す
る
国
づ
く
り
に
対
し
、
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
立
ち
向
か
う
、

ジ
ブ
リ
魂
を
感
じ
る
作
品
で
す
。「
君

た
ち
」
と
は
少
年
少
女
だ
け
で
な
く
、

大
人
の
私
た
ち
に
も
向
け
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

あ
き
こ
の
部
屋 

７
月
１
５
日
の
広 

報
す
ぎ
な
み
の
一
面 

で
は
、
被
爆
体
験
を 

語
り
継
ぐ
杉
並
光
友 

会
（
原
爆
被
爆
者
の
会
）
の
西
尾
睦
子

さ
ん
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
世
界
で
３
回
目
の
原
爆
投
下
は
絶

対
に
な
い
、
そ
う
信
じ
て
体
験
を
伝
え

続
け
た
い
」
と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動

画
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
杉
並
区
公
式
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
右

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

岸
本
聡
子
区
長
が
原
水
禁
世
界

大
会
・長
崎
に
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

岸
本
区
長
は
８
月
８
日
、
長
崎
で
行

わ
れ
た
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
連

帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
お
け
る
ロ
シ

ア
の
核
威
嚇
を
見
れ
ば
核
兵
器
は
平

和
を
守
る
道
具
で
は
な
く
他
国
へ
の

脅
し
に
使
う
武
器
だ
と
わ
か
る
、
日
本

が
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向
け
て

い
る
こ
と
は
残
念
で
恥
ず
か
し
い
、
核

保
有
国
や
「
核
の
傘
」
の
下
に
い
る

国
々
で
こ
そ
核
廃
絶
の
運
動
が
必
要

で
す
、（
要
約
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

  

世
界
の
恒
久
平
和
と
核
兵
器
の
廃
絶
を
願
い
、「
杉
並
区
平
和
都
市
宣
言
」
を

行
っ
て
か
ら
、
今
年
で
３
５
周
年
。
こ
の
夏
の
平
和
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
あ
の
日
、
ヒ
ロ
シ
マ
で
」
マ
ン
ガ
を
通
し
原
爆
被
害
を
伝
え
る 

 

 

 

 

 

 

 

 

野垣あきこ地域学習会 

８月２７日(日)１５時半～ 

井草地域区民センター 
資料代 ２００円 

杉並在住のミャンマー人ご夫妻が講師です。 

 

      

 

       

▶
杉
並
区
広
報
課
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
よ
り 

(

※
右
上
の
画
像
は
被
爆
者
の
西
尾
さ
ん) 

 

署名にご協力を！ 

ご自宅に署名用紙を 

お届けしますので、 

ご連絡ください。回 

収にも伺います。 

 


